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原　著

20世 紀初頭 カナ ダ ・ オ ン タ リオ州 にお けるヘ レ ン ・マ クマ ーチ ーの

　　　　　　　　　　　　　精神薄弱者政策 主導

　　　　　　　　 一公 立学校精神 薄弱 学級 構想 を中心 に一

下 司　優里

　20世紀初頭 カ ナ ダ ・オ ン タ リオ 州にお い て 、 優生学 的観点か ら精神薄弱者 へ の 政策

的対応 を主導 した H ．マ ク マ ーチ ーに焦点を当て、彼女の精神薄弱学級構想が成立 し

た背景 、 お よびその 内容 と意義を検討 した 。 当時、都市公立 学校で は就学人口増 と出

席率 の 向上 に伴う学業不振児問題が 顕在化 し、 公 立施設で は精神薄弱者の 処遇問題 と

経費の 膨張 と い う時代的課題 が あっ た。彼女は 当時 の 英米の 精神薄弱関係者 における

精神薄弱脅威論 を支持 し、両国の 精神薄弱者施策に依拠 して公立学校 における対応 を

提唱する。そ れ らは、精神薄弱児の 発見 と分離 を 目的 と した公 立学校医学検査 の導入 、

お よび将来の 恒久保護施設で の 生活を意図 した実践的訓練 を中心的教育内容 とする精

神薄弱学級 の 設置で あ っ た。1914年補助学級法 の 成立 は 、 初期精神薄弱教育 の 基盤形

成だけで なく、 精神薄弱者の 早期発見 ・訓練と分離処遇 に よ る 、 社会問題の根本的解

決 と い う政治的意図が 内包 され て い た と い える。

キー ・
ワ
ー ド ： カナ ダ ・オ ン タ リオ州

　　　　　　　紀初頭

精神薄弱学級　ヘ レ ン ・マ ク マ
ー

チ
ー
　20世

1．は じめに

　20世紀初頭 の カ ナ ダ ・オ ン タ リオ州で は、精

神薄弱者の 処遇が、従来の 精神病ア サ イ ラ ム や

刑罰 ・慈善施設 とい っ た精神薄弱者非専門施設

に おける混合収容と い う各施設の 個別的 な問題

か ら、 政策的対応 を必 要とする社会 問題 へ と展

開 しつ つ あ っ た 。 そ こ で 、州 立精神薄弱者施設

の 拡充 と同時に、精神薄弱に 関す る問題の もっ

とも重要 な対 策の ひ とつ として構 想 されたの

が 、公立学校 内精神薄弱学級 であ っ た 。 同州で

は 、 1910年代に公立学校に在籍す る子 どもの 中

か ら精神薄弱児 を選 別し、教育 ・訓練す る精神

薄弱学級の 設置が 試行 され、1914年 には 「身体

的 ・知的理 由に よ り学業に遅 れ の あ る子 ど も」

筑波大学大学院人間総合科学研究科

を対象とした補助学級 1 ）

を州全土 に わ た っ て設

置す る こ と を規 定 し た、州 補助 学 級法 （the

Auxiliary　Classes　Act）が制定 された 。

　 こ の とき、 オン タリオ州の 精神薄弱者政策の

立案 と実行にお い て 主導的役割 を果た し、 補助

学級法 を成立 させ る と と もに 、 その 教育的基盤

の 形成 に貢献 した の が、H ．マ クマ
ーチ ー （Helen

MacMurchy 　1862−1953） で あ っ た （Hackett

［1969］ 95； McConnachie ［1983］63；Simmons

［1982］　90−91）0

　1905年か ら1919年まで カナ ダ で 最初 の 州精神

薄弱者調査官 （the　Inspector　of 　the　Feeble−Mind −

ed ，以 下，調査 官）を務 め た マ ク マ
ーチ ーは 、

早 くか ら精神薄弱学級の 設置に 意欲的で あ っ た

トロ ン ト市公立学校教育長 J．L．ヒ ュ
ーズ （James

L ．Hughes ） の 信任 も得 て、補助学級法成立 後
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は、自ら補助学級調査官と し て 学級運営の 指導

監督や寄宿制か通学制か と い っ た 学校形態の 決

定 、 子 どもの 入級 ・留置の判定 などに有力な権

限 をもっ て い た人物で ある （MacMurchy ［1915］

99−100；the　Department　of 　Education ［1914］ 304−

305）。

　 そ こ で 本研究で は、1900年か ら1920 年頃を主

た る対象時期 と し、 オン タ リオ州で 精神薄弱学

級の 確立 とその 後の 学級運 営に影響力を もっ た

マ クマ
ー

チ ーが 、どの ような経緯と背景 によ り

補助学級 を構想した の か 、 また 同州の 精神薄弱

者政策 にお い て 彼女 の構想が い か なる意義を果

た したの かを明 らか にす る こ とを目的とする 。

　 1867年の 連邦独立以 降の カナ ダで は、地方分

権制が 強 く、 とりわ け教育お よび福祉 の 分野で

は州政府に統率 と運営権が与 えられて い た 。 な

か で もオ ン タ リ オ州 は 、人 口 の 増加と 工 業化 に

伴う都市化 を背景に、国内初の 白痴専門施設や

調査官職 を創設 し 、 また他州に先駆けて 補助学

級の 設置 を法定化す る な ど、精神薄弱者施策の

創始 と展開に先駆的役割を果た し て きた州で あ

っ た （Richardson ［1989］64−65；Winzer ［1986］

83，89）。 それ ゆ え、マ ク マ
ー

チ ーの 補助学級構

想の経緯と背景を明 らか にす る こ とは、オ ン タ

リオ州だ けで な くカ ナ ダ全体にお ける精神薄弱

者へ の 政策的対応 の展 開過程 を解明する うえで

前提 となる、きわめ て 重要な研究課題で ある 。

　 マ ク マ
ーチ ーを対象 とした こ れ まで の 研 究で

は 、 その 主題が 1920年代以 降の 彼女の フ ェ ミ ニ

ズ ム 思想 お よび母性主 義と女性運動に 関する伝

記的な研 究が主で あ り （Dodd ，1991； 1994；Mc −

Connachie
，
ユ983）、 1920年以 前にお ける彼女 の

精神 薄弱 に対す る 問題意識 や 対応 に つ い て は 、

ほ と ん ど研 究 が な さ れ て い な い と い え る 。

Brown （2005）は マ ク マ ーチ ーの 調査官在任期

間を対象 と した 唯
一

の 研究で あるが 、そ の 分析

対象 は 、 1912年に オン タ リオ州の 職業訓練学校

で発生 した精神 薄弱入所者 へ の 身体的虐待事件

に 関する彼女の 調査 に限られて い る 。

　
一

方 、 同州の 精神薄弱教育に 関する歴史的研

究は 、 本国カナ ダにお い て も多くはない 。 なか

で もHackett （1969） は、政府刊行 資料 を中心

に、州立精神薄弱者施設の創始か ら戦後まで の

約 1 世紀を通 史として、政府、施設 、 そ し て 学

校 における精神薄弱者 へ の 対応 を時系列的に整

理 して い る 。 また Simmons （1982）は、カ ナ ダ

女性会議 （the　National　Council　of 　Women 　of

Canada ）や オ ン タ リオ州精神薄弱者ケ ア 協会

（the　Provincial　Association　fbr　the　Care　of 　the 　Fee −

ble−Minded ） とい っ た私設団体 の活動の分析を

通 して 、精神薄弱者の 施設隔離保護運動お よび

補助 学級 設置運動 の 展 開 に つ い て言 及 して い

る 。 こ れ ら先行研究で は 、20世紀初頭 の 精神薄

弱問題に触れなが ら、政府や 団体 の
一次資料に

基づ い て 当時の 精神薄弱者処遇 の 実態が 示 され

て い る もの の 、あ くまで通史的な記述 に止 まっ

てお り、 マ ク マ
ーチ ーが なに ゆ えに補助学級を

構想 した の か 、 その 経緯 と背景に つ い て は検討

され て い ない 。

　そ こ で本研究で は、主資料と して 、マ ク マ
ー

チーの 記 した調査官年報お よび補助学級調査官

年報に加え て 、先行研究 で は ほ とん ど用 い られ

て こ な か っ た 、 1920年以前の 彼女の 著書 ・論文

を中心に分析を行 う。 さ らに補足資料と して 、

州議会施設局年報 と教育相刊行資料、お よ び都

市公立学校教育長年報を用 い る 。

　なお 、本研 究は歴史研究で あ り、用語は 当時

の 表現 を用 い る こ と を原則 とす る 。 また、マ ク

マ
ー

チ ーが依拠 して い た 当時の イ ギ リ ス の 定

義 2 ）

に したが い 、先天性 精神薄弱 （aments ）を

最重度級の 「白痴」 （idiots）、よ り軽 度の 「痴

愚」（imbeciles）、 そ して最も軽度級の 「精神薄

弱」 （feeble−minded ） と して 区別 して 用 い る

（FMio ［1906コ3−4）。

皿．20 世紀初頭 オ ン タ リオ州に お け る精神薄

　弱問題の顕在化

　 1．都市公立学校 および公立慈善 ・矯正施設

　　における精神薄弱の 発見と運営難

　19世紀末か ら20世紀初頭 オ ン タ リオ州の 都市

公立学校で は、就学 人口 の 増大 と多様化に伴う

学校教育の 非効率、殊 に学業不振 へ の 対応が 喫
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20世 紀初頭 カ ナ ダ ・オ ン タ リ オ州 にお け るヘ レ ン ・マ クマ ーチーの 精神薄弱者政 策主 導

緊の 課題 とな っ て お り、進級制度の 見直 しや特

殊な学級の 設置等の 対 策が と られて い た 。 こ う

した状況 に つ い て 、 同州の 代表的都市の ひ とつ

で あ っ た トロ ン ト市に 焦点を当て て み て み た

い D

　 トロ ン ト市はユ9世紀後半以降、カ ナ ダで最大

の 人口 を擁す る都市で あ っ た。同市で は 、1871

年の 義務就学制の 開始 とそ の 後の 強化、な らび

に 人口 の 自然増 と周辺市 町村 の 合併 に よ っ て、

1870年 か らの 30年で 就学人口 はお よそ4
，
100人

か ら27，000人 へ と激増 し、 出席率 も80．1％か ら

91．3％ まで に向上 して い た （PSCT ，
1875；1900）。

　就学率の 改善は 、 他方で 、 就学す る子 どもの

実態の 多様化 を意味 したか ら、大都市 トロ ン ト

の 公立学校 は、浮浪児、就労児、移民 、 そ して

障害児 を含む、多様な就学需要に応 えなけれ ば

ならなか っ た 。 さらに1880年代 には 、 進級試験

に落第する生徒が 増加 した 3｝ こ とで 、よ り低学

年学級へ の 子どもの 停滞、在籍児の 高齢化、怠

学、退学 とい っ た学業不振児問題が発生 し、学

校 の 非効 率が 指摘 され る よ うに な る （PSCT ，

1880−92）。

　そ こ で トロ ン ト市公立 学校 で は、そ れ ま で の

厳格な学年制 と進級制 を見直 し、 進級試験 の 実

施 回数 を増や す等、進級 に弾力性 を持たせ た 。

さらに、1890年代以 降は、夜間学校 、職業訓練

学校、院内学級 、 移民の 子 どもの た め の 補習学

級 など とい っ た、就労児、移民 、 そ して 身体 的

状況や家庭 に問題 を もっ た子 ど もに教育 を提供

す る た め の 多様 な補助 学校 ・学級 を 設置す る

（PSCT ，1891−1910）。 こ れ ら学級 の 設置 に は 、

子 ど もの 状態や特性に合 わせ た学校教育 の提供

を目指す
一

方で 、 問題の ある子ど もを排 除 し、

通常の 子どもの 教育進度 を確保する狙 い もあ っ

た （PSCT ［1876］ 15； 匚1880］ 26−27）。

　こ うした 中、 トロ ン ト市公立学校教育長の ヒ

ュ
ーズ は、早 い 時期か ら公立学校に お ける精神

薄弱児の 存在に強 い 関 心 と懸念 を抱 い て お り、

1894年 に イギ リス の 精神薄弱学級を視察 し 、 帰

国後 は教育委員会委員長 フ ィ ッ シ ャ
ー （Fisher）

とともに市 内の 公立学校全 53校 a ）

を訪問 して、

知的欠陥の ある子 ど もが何 人出席 して い る か を

調査 した 。 こ の 調査の 方法 は明 らかで ない が、

「発見で きた者 は約20人」 （1 カ 月平均 出席者 数

25，936人 4 ｝の 約0．07％ ）にす ぎず、精神薄弱学

級 の 設置 は尚早 と判 断 された （FMiO 匚1907］

9）。

　 しか し、その 後1905年に調査官が設置され る

と、翌年に は視学官を通 じて 、オ ン タ リオ州 内

の 3 学 区に 119人の 精神薄弱 児が在籍 して い る

こ とが報告 され た （FMiO ［1go7コ14）。 州全体

で 当時の 1 日平均出席者数は267
，
252人で あ り

（the　Minister　of 　Education ［1907］ xv ）、 学 区数

は 1910年時点 で も合計184に の ぼ っ て い たか ら

（the　Minister　of 　Education ［1911］2−5）、マ クマ

ー
チ

ー
は 、 「膨大 な数の 精神 薄弱児が公立 学校

に い る こ とに なる」 （FMiO ［1907］ 14） と して

こ の 報告結果 を重大視する 。

　 こ の ように、19世紀末か ら20世紀初頭 にか け

て公立学校で把握され る精神薄弱児の 人口 と割

合が増加 した要 因と して 、 次の 2 点が推測 され

る 。 第
一

に、1891年以降の 就学義務の 強化 に よ

る 出席率の 向上 で ある 。 オ ン タ リ オ 州全体に お

け る公立学校 の 出席率 は 1892年 に は52．26％ で

あ っ たが 、それ か ら14年後 の 1906年 に は お よそ

60％ に まで上昇 した （the　Minister　of　Education

匚1907］ xv ）。 そ して 第二 に 、後出の慈善団体等

に よる精神薄弱者へ の 対応 の 主張に見られ る よ

うに、精神薄弱者に対する 教育 ・福祉関係者の

関心 が高 まりつ つ あ っ た こ と で あ る 。

　 こ うして 精神薄弱 児へ の 対応 は 、 学業不振児

問題の 解消お よび学校の 効率的運営 とい う点 に

お い て 、当時の 都市公立学校教育が抱 える 主要

な課題の ひ とつ として 顕在化す る こ ととなる 。

　他方、州内の 公立慈善 ・矯正施設にお い て は、

精神薄弱入所者の 過密化 と経費の 膨張が深刻化

して い た 。 1870年代に はオ ン タ リオ州議会施設

局 に よ り、精神病アサ イラ ム 、刑務所 、 救貧院

な どにお ける 白痴 ・痴愚者 の 存在だけで な く、

こ れ ら施設の 元 来 の 対象で ない 彼 らの 不適切 な

処遇の 問題が指摘 され て い る （Hackett ［1969コ

31；Richardson ［1989］ 12；Winzer 匚1986］12）。
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　州議会施設局長 の J．W ．ラ ン グ ミ ュ ア （John

W ．Langmuir）は、ア サ イ ラ ム が 大規模化 して

い る現状 にあ っ て 、 施設外 に も多 くの 白痴 ・痴

愚者が存在す る こ とに危 機意識 を抱 い て い た 。

彼 に よれ ば 、 1870年に 「刑務所に再入所 した 56

人の 狂人 （insane）の うち、少 な くとも35人が

白痴 また は痴愚 5 ）
で あ っ た」 こ と、また多 くの

場合、入所要件であ る 2 通の 診断書が な い ため

にアサ イラ ムへ の 入所が拒否 されて い た こ とか

ら、 「こ の よ うな悲惨 な事例 は州全土 で （中略）

総計300人以 上 に の ぼ る」（Hackett ［1969］31−

32） と考えられ た 。

　 こ の よ うに、それ まで施設で個別的に対処 し

て い た精神薄弱者 を専 門的 に処遇する必要性 の

認識が拡大 した こ と を背景 として 、 1876年に 全

国 で も最 初 の 州立 オ リ リ ア 精神薄弱者施設

（the　Orillia　Asylum　for　ldiots）が 開設 され る こ と

となる。オ リ リア 施設の 開設は ラ ン グ ミ ュ ア の

悲願 であ っ た もの の 、実際 には精神薄弱者の み

ならず多様な入 所需要 にこ た えなければ な らな

い 状況 に陥 っ て い た （IPPC ， 1891−1910）。 また、

同施設は20世紀初頭 まで 入所者の 過密化とそ れ

に伴 う財政難 とい っ た問題 を恒常的に抱えて お

り、施設の 新設 はお ろか、新規入 所者の 受入 も

困難な状況にあ っ た の である （AOIHRC ［1970］

n．p．；FMiO ［1908］ 9−ll；IPPC ［1891］ 149）D

　 こ うして 、20世紀初頭 まで の オ ン タ リオ州 で

は、公立学校教育の 効率化 と学業不振児問題 へ

の 対応、お よび公立 施設の 精神薄弱入所者の 過

密化 と財政難の解消が重要 な政策的課題 とな っ

て い た 。

　 また時期を ほぼ 同 じくして 、 圧力団体 に よる

対政府運 動 も展開さ れ る 。 20世紀転換期 には全

国規模の フ ェ ミニ ズム団体 で あ っ たカナ ダ女性

会議をは じめ と し、 州教員協会や 囚人援護協会

とい っ た慈善団体な どに よる精神薄弱者の 隔離

保護 要求運動が 推進 され た （Hackett ［1969 ］

81；McLaren ［1990］ 37−38；Simmons ［1982］

65−67）。

　 1905年 、 州政府は つ い に全 国で最初 の 調査官

職 を設置 し、精神薄弱 問題へ の 政策的対応 を本

格的に進 め て い くこ と となる 。 こ の と き、最初

の調査官に就任 した のが マ ク マ
ー

チ
ー

であっ た

（Hackett ［1969］82；Si  ons ［1982］67ほか）。

　 2． マ クマ
ーチー

に よる精神薄弱脅威論の 支

　　持と対応策

　 マ ク マ
ー

チ
ー

は、ユ862年に トロ ン ト市に出生

し、中等教育終了後は グ ラ マ
ー ・

ス ク
ー

ル にお

ける約20年間の 教職 を経 て 、 1901年 に39歳で ト

ロ ン ト大学医学部 を卒業 した、カナ ダで最初期

の 女性医師で あ っ た （Dodd ［1994］ 135−137 ；

McConnachie ［ユ983］63ほ か）。

　彼女 は調査官着任初期 におい て こ そ、精神薄

弱者 に つ い て 、「多 くは 『良い 労働者』、『きち

ん として い る』、『清潔で ある』とい う評価を得

て い る」 （FMio 匚1908］6） と い っ た好意的見

解 を示 して い たもの の 、1910年代以 降は、精神

薄弱 の 増殖に よ り、雇用問題、犯罪 、 公衆衛生

の 悪化、社会的不道徳 とい っ た社会問題が拡大

して 、将来的に州に膨大な経費が か か る こ とを

指摘 し、「巨大 な社会悪の 原因 と し て 確実 なも

の は精神薄弱以外には ない 」 （FMiO ［1918］ 7）

と断言す るに至 っ て い る 。

　 さらに彼女 は、精神薄弱者が 社会病理の 根源

となっ て い るだけ で な く、州お よび納税者の 経

済的負担 を増大 させ る原因の ひ とつ で ある こ と

か ら、精神薄弱者の 継続的発生 が 「次世代 に と

っ て も重 い 負担 と経 費 と 害 悪 を作 り出 す 」

（FMiO ［1915］ 6） と考え 、 精神薄弱者 に対 す

る婚姻 と出産の 禁止 をも要求するな ど （FMiO

［1913］ 14； ［1916］ 19）、当時の イギ リス や ア

メ リカにお い て典型 的な優 生論者 と同趣の 主張

を して い た 。

　 こ の ように 、
マ ク マ ーチ ーはそれまで の 施設

局や教育委員会と異 な り、 優生 学的立 場か ら精

神薄弱問題 を社会問題の 根 本的課題 と して 認識

し、 対策の 必要性 を主張 したの である。

　 そ して次 に彼女が 目指 した こ とは、精神薄弱

遺伝論に基 づ く精神 薄弱者の 増殖 と発生の 予防

で あっ た 。

　精神薄弱の 増殖防止 を 目的 と して 、彼女 は い

くつ か の 政 策的対応 を提 唱 して い る 。 た とえば 、
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20世紀初頭 カ ナ ダ ・オ ン タ リ オ州 に おける ヘ レ ン ・マ ク マ
ーチー

の 精神薄弱者政策主 導

オ リ リ ア 施設以 外 の 精神薄弱者施 設 の 増 設

（FMiO ［1915］ 13；MacMurchy ［1916a ］59；

［1916b］230； ［1920］211ほか）、出産可能年齢

にあ る精神薄弱女性の 隔離保 護 （FMio 匚1914］

24，［1915］ 21；MacMurchy ［1911］ 35）、 精神

薄弱者の 人口 や居場所の 情報を記録 ・管理する

機関の 設置 （FMio ［1911］ 13−14）な ど を州議

会に 進言 した 。

　なかで も公立 学校 に つ い て は、彼女は 主 とし

て 次の 2 つ を期待 して い た 。 第一
に 、 精神薄弱

者の 早期発見の ための 医学検査の 実施で あ り、

第二 に、発見 され た精神薄弱者 を通常児 と分離

して 、 可能な限 り教育 と訓練を施す た め の 学級

の 設置で あ っ た （FMio ［1911］ 55； ［1915］ 13−

14）。

皿．精神薄弱の早期発見 を 目的 とした公立学校

　医学検査の 導入

　 1．公立学校医学検査の 導入一 トロ ン ト市
一

　それで は 、
マ ク マ ーチ ーが 主導した公立学校

医学検査は い か なる 目的 と方法 にお い て 行われ

た の で あろ うか 。

　 トロ ン ト市 にお ける精神薄弱児の 発見 を目的

と した最初 の 公立学校調査は、1909年に イギ リ

ス の 専門家に よ っ て行われた 。 同年 6 月、イギ

リス ・
マ ン チ ェ ス ター市教育委員会 の 委員であ

り、同市の サ ン ドル ブ リ ッ ジ精神薄弱者 施設

（the　Sandlebridge　Schools　fbr　the　Feeble−minded ）

の 創設者で あ っ た M ．デ ン デ イ　（Mary 　Dendy ）

が 講演のた め に トロ ン ト市 を訪れ た際 に 、 同市

の 公 立学校 3 校 を視察 した （FMio 匚1910］3）。

3校はそ れ ぞれ、市内の 貧困地域、平均的地域 、

裕福 な地域 か ら 1校ずつ が選 ばれ 、 こ の 視察に

精神薄弱の 鑑別 につ い て の 医学専門家 として同

行 したの が 、 マ ク マ ーチ ーで あ っ た 。

　同視察に関す る 詳細 は未明で あ るが、デ ン デ

ィ に よる トロ ン ト市教育委員会へ の 視察報告 に

お い て 、約 1，800人 の 子 ど もを視 察 した結果、

ユ ダヤ人 を除 く 「全て の 学校児童生徒の 中に精

神欠陥の ある者 は 1％ ある い はそ れ以上 い る と

い う世論の 裏付 けをとっ た」 （FMiO ［1910］4）

こ とが述 べ られて い る 。

　 こ の デ ン デ ィ調査 を依頼 したの が トロ ン ト市

教育委員会委員長 の ロ ーリン ソ ン （Rawlinson）

で あ っ た こ とは （FMio ［1910］3）、 公立学校

における精神薄弱児 の 存在に対する問題意識 を

裏付 ける もの で ある 。 しか し、 実際に公立 学校

医学検査 の 導入 を推進 し た の は 教育委員会だけ

で は なか っ た 。 とい うの は、デ ン デ ィ報告の 翌

年、1910年に トロ ン ト市公立学校 における医学

検査 （medical 　inspection）が 行われ、マ ク マ
ー

チ
ー

が最初の 公立学校医学検査官 となる の で あ

る が、そ の 背景に は、カ ナ ダ女性会議 トロ ン ト

支部 （the　Local　Council　of 　Women 　of 　Canada ：

LCWT ）の 会長であ り、同 団体の 公衆衛 生委員

会の 議長で あ っ た A ．M ．ヒ ュ
ー

ス テ イ ス （A ．M ．

Huestis） をは じめ とする 、　 LCWT の 働きか けが

あっ た か らで あ る （Hardy 匚1950］ 129；LCWT

［1913］　3， 6）0

　1910年に トロ ン ト市教育委員会主導の 下、マ

ク マ
ー

チ
ー

が行 っ た医学検査は 、 次の よ うな も

の であ っ た 。 各公立学校長 を通 して 報告され た 、

市内50校に在籍 し精神薄弱が疑わ れ る 117人 の

学業不振児 （backward　children ）を対象として
6 ｝、

マ ク マ ーチ ーが個別 に 15分間の 検査を行 っ た

（FMiO ［1911］46
，
48）。具体的な検査方法は明

示 されて い ない が、各児童 に つ い て 身体検査 の

ほ か に耳、目、歯の 検診 、 健康状態 、 注意や 記

憶 な ど認知機能
7 ）

な どの 検査結果の カ ル テ を作

成 して い る （FMiO ［1911］ 49）。

　 トロ ン ト市公立学校 に お け る通常児 （no   al

children ）、お よび医学検査 の 対象 とな っ た学業

不振児の 平均年齢 は そ れ ぞ れ 、 Table　1の 通 り

で あ っ た 。 学業不振児は各学年にお い て通常児

よ りも平均年齢が 1，3〜3．1歳高 く、学年 ご との

学業不振児の 在籍数 は、 7 年生 の 1 人 か ら、 1

年生 の 48人 まで 、幼稚園を除い て低学年 ほ ど多

数で あ っ た 。

　検査 を拒否 した 17人 を除 く100人の検査結果

か ら、 マ クマ ーチーは 、 ア デ ノ イ ドと視覚また

は聴覚欠陥の 3 つ が 「学業不振 の 最大の 原因で

ある 」と結論づ け
S ）、そ の ほかの 原因 と して は、
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下司　優里

Table　l　 lglO年 トロ ン ト市公立学校 医学検査対象児 の 平均年齢
・
人数

学年
通常児　　　学業不振児　　学業不振児

平均年齢 　　 平均年齢　　　 人数

1234

ピ

」

67

　　　幼稚園

第 1学年下級 （Junior　I ）

第 1学年上級 （Senlor　 I）

第 2学年下級 （Junior　H ）

第 2学年上級 （Senior　 H ）

第 3学年下級 （Junior皿）

第 3 学年上 級 （Senior皿 ）

第 4学年下級 （Junior　IV）

5．57

，68

．89

．810

．511

．512

．5129

8、69

．711

．711

．213

．514

．013

．820

．0

848181813561

合計 ll7

出典 ：FMio 匚1911］ 49．

伝染性 ・非伝染性の 疾患や養育放棄 、 怠惰 、 集

中力 の 欠如 を指摘す る （FMiO ［191ユ］ 50）。 さ

らに、当医学検査の 結果を受けて 対象児 に 決定

され た 診断 と対処 で 最 も多か っ た の は 、 「通常

で は な い が、か な りの 教育が 可能」 （52人） で

あ り、次 い で 「通 常 だが特 別 な支援 が 必要」

（26人）お よび 「境界域」 （13人）が 多く、低学

年や聾学校 へ の 移動措置が とられ た者は 6 人で

あ っ た 。 また若年の た め に判断で きなか っ た者

が 3人 い た （FMio ［1911］ 51）。

　こ の 検査 の 成 果は、第
一

に 、 学校長が 精神薄

弱 を疑 っ た子 どもの 多くが 、実際は精神薄弱以

外 の 要因に よ っ て学業不振 に陥 っ て い る とい う

発見で あ っ た 。そ して 第二 の 成果 は、翌年に彼

女 自身が 、 「学校医学検査の 顕著な成果 は 、 公

立学校に精神欠陥児が い る と い う事実 に光 を当

て た こ とであ る」 （FMiO ［1912］ 17） と述べ て

い る よ うに、通常学級に お ける 精神薄弱児の 存

在 を初め て医学 的立 場か ら明 らかに したこ とに

あ っ た。

　前者 に つ い て 、 マ ク マ
ー

チ
ー

は トロ ン ト市教

育委員会へ の 報告の 中で 、   学業不振 の 通常児

を学級 の 標準ま で 伸 ばす た め の 専任教 員の 配

置、お よび   学業不 振児 の た め の 「促 進学級

（promotion　classes ）」 と精神 薄弱児 の ため の

「特殊学級」 とを異 なる 場所 に設ける こ とを提

案 して い る （FMio ［1911］ 51−52）。

　さ らに後者に つ い て は 、 検査の 結果か ら、 精

神薄弱 で あ る と判断 された子 どもに対 して 公立

学校が なすべ き最善の 対応策 は 、 「学級 と学校

の 創設 であ る」（FMiO ［1912］ 17） と述べ 、精

神薄弱児へ の 教育的対応 の 中核 と して公立学校

内精神薄弱学級 に強 い 期待 を示 して い る。この

通常学級 にお ける精神薄弱者の 存在 を明 らかに

する こ と と 、 精神薄弱学級の 設置 は教育長 ヒ ュ

ーズの 1890年代以来の 目標で あ り、
マ ク マ ーチ

ー
は医学検査 を通 して 彼 の 素志 を実現 した と い

え る 。

　 しか しなが ら、 その 後の 医学検査 の 導入 にあ

た っ て は 、 医師の 立場 に立 っ た彼女の 理 念は 、

い わ ば教育 の 専 門家集 団で ある教育委員会の 組

織構造 に は反映 され な か っ た 。 彼女 は、精神薄

弱児の 早期発見 を 目的 と した学校医学検査 にお

ける医学専門家の 重要性 を主張 し、学校と外部

専門家 と して の 医師 ・
看護婦 との 「連携」 を求

め て い た （FMio ［1910］4； ［1912］13； ［1913］

10；［1917］ 11；MacMurchy ［1913］113；［1917］

71）。 その 背景に は、「精神薄弱に対 して 長 く実

践を確立 して きた の は医師」（FMio ［1913］10）

であ り、 精神 薄弱の 「診断 と対応 につ い て最 も

熟知 し て い る」 （FMiO ［1912］13） の も医師で

ある と い う彼女の 強 い 確信があ っ た。

　 と こ ろ が 、 教育長 ヒ ュ
ーズ は マ ク マ

ー
チ

ー
の

理 念に は賛意を示 さず 、 教育委員会管轄下に医
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20世紀初頭 カ ナ ダ ・オ ン タ リオ 州に お け る ヘ レ ン
・

マ ク マ
ー

チ
ー

の 精神薄弱者政策主 導

学検査部 門を設置する こ と で 、 検査の 内容に も

実施者で ある医師の 選定に も教育委員会が主導

権 を もつ こ とを推進 し た の で あ る （Hardy

［1950］ 129；MacMurchy ［1913］ 111）。

　結局、両者の 合意は得 られず、 マ ク マ
ーチ ー

は年度末を待た ずに 自ら医学検査官 を辞職す る

こ と となる　（Hardy ［1950］ 129；McConnachie

［1983］63；McLaren ［1990］30）。

　 2 ．医学検査導入の 根拠と しての精神薄弱脅

　　威論と精神薄弱者の 人道的保護

　それで は、マ クマ ーチ
ー

が公立学校医学検査

を主張 し、 都市教育委員会が検査を実行 した背

景 には 、い か なる意図があ り、 ど の よ うな議論

が な されて い たの で あろ うか 。

　先に 述 べ た よ うに、優生学 的観点か ら精神薄

弱の 早期発見の 必要性に つ い て認識 して い たマ

ク マ
ー

チ
ーは、1910年に、州法で初 めて 義務就

学 を定めた 1871年公立学校法 （1891年 に
一部改

正）が十分 に機能 して い ない ことをあげ、学齢

児の 全員就学の 達成 と学校 に お ける精神薄弱児

の 発 見 を州 の 喫緊 の 課題 として 主張 して い る

（FMio ［1911］ 45）。

　こ の 彼女の 主張は 、 精神薄弱者の 人道的保護

と社会防衛 と い う保護両立的な意図に よるもの

であ っ た 。 た とえば 、 1910年に彼女は次の よ う

に述べ て い る 。 「最終的 に は 国が彼 らを養 わな

けれ ば な らず、彼 らが （中略） い たわ し い 人生

の 挫折を経験する、ある い は暴力、窃盗、殺人

を犯す まで 待っ てか ら 、 救貧院 、 刑務所、絞首

台の 非現実的 で不十 分な処遇 を与 える よ りも、

彼 らが最大限に利用 され、幸せ か つ 有用で 、 ほ

ぼあ る い は完全 に 自活で きる ような恒久保護施

設 （custodial 　home ） を与 える ほ うが 、格段に

優 れ て い て 安 上が りで あ る」 （FMiO ［1911］

45）。

　すなわ ち、社会へ の 害悪お よび負担 となる前

に 精神薄弱児を発見 し、将来 、 施設で の 部分的

な自活を可能にす る こ とが 、精神薄弱者 に と っ

て も社会 に とっ て も負担軽減と幸福 の 実現に な

る と主張 した の である 。 こ の マ ク マ
ーチ ーの 指

摘は 、 20世紀転換期の ア メ リ カ 合衆 国にお い て

精神欠陥者の 施設総収容化を推 し進め る際の レ

トリ ッ ク として 用い られ て い た主張 と同様で あ

っ た （トレ ン ト ［1997］20−26）。

　精神薄弱の 早期発見と対応 を目的 とした、医

師に よる公 立 学校 に在籍す る子 ども の 検査 につ

い て は 、 1910年代初頭に カナダ 国内外にお い て 、

医学 と教育の 立場か ら、 その 意義 と実施 に関す

る議論 と試行が なされ て い た 。
マ クマ ーチ

ー
は、

それ らの 議論 を調査 官年報お よび 自身の い くつ

かの 論文にお い て報告して い る 。

　 たとえばア メ リカ で は 、 1908年に ニ ュ
ー ヨ ー

ク市特殊学級指導 主事 の E．E．フ ァ レ ル （Eliza−

beth　E，　Farrell）が 同市教育長W ．H ．マ ッ ク ス ウ

ェ ル （Wiiliam　H ．　Maxwe11） に提 出 した年次報

告にお い て、過半数の 学校 にお い て学業に重大

な遅れ を示す （abnormally 　slow ）子 どもが い る

こ とと 、 同市の 特殊学級 （Ungraded 　Classes）

児童に は高い 割合で、栄養失調やアデ ノ イ ドな

どの 身体的欠陥を もつ 子 ど もが 含まれ て い る こ

とが 示 され た。そ の 結果、フ ァ レ ル は以下 の 2

つ の 導入 を推奨する 。 す なわち 、 特殊学級 へ の

看護婦 の 雇用 と、病院、診療所 （dispensaries）、

お よび特殊学級それ ぞれ の 間の 連絡手段 の構 築

で あ っ た （FMio 匚1910］24−28）。

　こ の 報告を引用 して マ ク マ ーチ ーは、「学業

に重大 な遅れ を示し、精神 欠陥が あ りなが ら、

全 く学校 に行 っ て い な い 子 どもがた くさん い る

一方で 、 その ほか学校に行 っ て い なが ら認識 さ

れ て い ない 子 ど もも い る」 と学校に お ける 学業

不振児問題 と精神薄弱問題 を指摘 し、「イギ リ

ス で は 、学校 の 医学検査が こ の 問題 をある程度

解決 して い る」と、解決 の モ デ ル をイギ リ ス に

求める （FMio ［1910］27）c

　彼女 がその 後 もイギ リ ス にお ける 医学検査 に

注 目 して い た こ とが うか がえる例をあげる 。 た

とえば 、 彼女 は 同国バ ー
ミ ン ガ ム 市医療責任者

（Medical　Superintendent）の G ．オ
ー

デ ン 医師

（George　Auden ）の 報告か ら、 「遺伝 は精神薄弱

の 連続 に重要な役割を果 た して い る」 （FMiO

［191ユ］28） こ と 、 「人種改良の 現代的方法は、

学校 の 医学検 査」で あ り、「学校医学検査運動
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と精神薄弱児の ケ ア と特殊教育の 運動は原因 と

結果 にお い て ほ ぼ関連 して い る」（FMiO ［1911］

28） とい う結論 を導出す る 。

　公立学校 医学検査 に関す る カ ナ ダ国内の議論

として は、カナ ダ医学会 （the　Canadian　Medical

Association）の 1910年次総会 にお い て 、 「各州

の 教育委員会、 教育相 、 そ して 社会教育委員会

（Council　of 　Public　Instruction＞は 、学校 と生徒

の 医学検査 と監督に 関する徹底 した シ ス テ ム を

構築する べ き」 （Stewart［1911］439）と い う提

議が な されて い た 。 さらに 、
マ ク マ ーチー

に よ

れ ばカナ ダ の コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て も、精神薄

弱者を含め た社会不適応者の 増加 に対す る危機

感が徐 々 に拡 大 し て きた こ と （MacMur 。hy

匸1913］ 112−113）、また カナ ダに先 ん じて身体

検査 を導入 した イギ リス や ア メ リ カ に加 え、国

内で もブ リ テ ィ ッ シ ュ
・コ ロ ン ビア州 などの 成

功的事例 が 聞こ えて きた こ と に よ っ て 、カ ナ ダ

の 医学専門家の 間で は学校 における医学的検査

の 重要性が認識 され始めて い た （Anon ，［1911a］

156−157； ［1911b ］896
，
901 −902 ；MacMurchy

匚1913］ll5；Stewart［1911］ 434，436−439）。

　こ うして 、カナ ダ国内お よび オ ン タ リオ州 に

お い て も、精神薄弱脅威論 と学校医学検査 の 必

要性へ の 関心が 高ま っ て い た こ とを背景 と して

マ ク マ ーチーは検査導入 を主張 したの で ある 。

N ．マ ク マ ーチ ーの補助学級構想 と初期の展開

　 1．初期精神薄弱学級の 展開 と教育的基盤の

　　確立

　マ ク マ
ーチ ー

が 公立学校にお ける精神薄弱者

政策 の 重要 なひ とつ として 主張 した精神薄弱学

級 の 設置 は、 トロ ン ト市 とハ ミ ル トン 市の 公 立

学校に お い て 、す で に 検討 され始 め て い た 。

1910年 には トロ ン ト市に精神薄弱学級が試験 的

に設置 されて い た し、また、熱心で活動的なカ

ナダ人教 師 2 人が 、 ア メ リカ ・ニ ュ
ーヨー

ク の

特殊学 級 担当教員 講習 を受 けて い た （FMiO

匚1911］ 12）。 おそ らくこ の 2 人 の 教師は、 ト1コ

ン ト市 の 2 つ の 精神薄弱学級 に い た女性教師、

シ ム ズ （Sims） とカ ルザ ース （Carruthers）で

あ り （FMiO 匚1911］ 52）、 彼女 らの 講習を行 っ

た の は フ ァ レ ル で あ っ た と思われ る 。 と い うの

も、 フ ァ レ ル は 同年に マ ク マ ーチ ーを通 じて 、

補助学級事業の た め に 「訓練を希望す るカ ナ ダ

人 教 師に 寛大 な申 し出 を して くれ た」 （FMio

匚1911］ 12）か らで ある 。

　 オ ン タリオ州 における初期の 精神薄弱学級数

お よ び 在籍生徒数 の 推移を 、 Table　2 に示 す 。

同学級 は1910年 9 月に トロ ン ト市の ジ ョ
ージ ・

ス トリ
ー

ト校 （George　Street　SchooD とマ コ
ー

ル ・ス トリー ト校 （McCau1 　Street　Schoo1）に設

置 され 、 2 人 の 女 性教師が 担任 した （FMiO

［1911］ 52）。 同年10月には ハ ミ ル トン 市キャ ノ

ン ・ス トリ
ー ト校 （the　Cannon 　Street　School ）

に 1 学級、翌年に は トロ ン ト市に 2 学級が新 た

に設置 され た （FMio 匚1912］24）。

　 しか しその 後 、 トロ ン ト市で は 1912年に精神

薄弱学級が 1学級 に まで 減少 し、カ ル ザース が

1 人 で 担任 し て い た だ けで な く （FMio 匚1913］

Table 　2　オ ン タ リオ州 の 精神薄弱学級数 お よ び在籍 生 徒数 （1910−1918年度）

年度 1910　　　1911　　　1912　　　1913　　　1914　　　1915　　　1916　　　1917　　　1918

　 　 学級総数

在籍 生 徒総数 （人）

3 5 2 1 1 4 4 4 5

16＋ 　 　 40＋ 45＋ 47＋　　 50＋

出典 ：FMio ［1911・1913］；ACAR 匚1916・1919］．

　　　　　　 註 ：空欄記述 な し．＋ は ， 以上．
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20世紀初頭 カ ナ ダ ・オ ン タ リオ 州に お ける ヘ レ ン ・マ クマ ーチーの 精神薄弱者政 策主 導

12−13）、 マ ク マ
ー

チ
ー

に よれば 1913年以降は学

級 の 存在が報告 され て い な い こ とか ら 、 同市の

精神薄弱学級は開設初期 にお い て活動が低迷あ

る い は停止 して い た とい える 。

　 たとえば、 トロ ン ト市教員協会 （the　Torento

Teachcrs’Association）で は 、 1915年次総会にお

い て 、 主任医学検査官の マ ッ ケ イ医師 （MacK −

ay ） に より、身体的 ・知的に平均を上 回 る子 ど

もが 在籍する上級学級 （advancement 　classes ＞

を除い て 「公立学校 に い る子 ど もの うち、少な

くと も 1 〜 2 ％ に 少 なか らず精神 的欠陥が あ

る」 （ACAR ［1916］ 16） こ とが 報告 され て い

る 。
こ うした 通常学級に在籍す る精神薄弱児 の

存在は 当然、同市教育委員会の 把握す る と こ ろ

で あっ た はずで あ る 。 それに もかかわ らず、教

育委員会が精神薄弱学級を存続で きなか っ た背

景 には 、 同市 にお ける 、 同学級の 設置 と運営 に

係 る経済的難 問があ っ た と思われ る 。 た とえば 、

トロ ン ト市議会が 1915年度の 教育 委員会予 算 に

精神薄弱児の 教育を 目的と した 20万 ドル の 追加

予算を加え る こ とを決 議 した もの の 、その 後、

1915 年 3 月末 に 予 算が 削減 さ れ た （ACAR

［1916］ 16）。 すなわち 、 第
一

次世界大戦開戦後

に お い て も同市教育委員会 の 予算 はほ ぼ
一定で

あ っ た もの の （PSCT ［1916］18）、精神薄弱学

級の 維持 ・新設準備予算は確保 されなか っ た の

で ある 。

　 また、同教育委員会 が補助学級法制定以 降 も

精神薄弱学級 を設置 しなか っ た い まひ とつ の 理

由と して、ヒ ュ
ーズ の 後任 として 1913年 よ り教

育長 に就 くR ．H ．コ ウ リ
ー （Robert　H ．　Cowley ）

に よる、通常学級に在籍す る精神薄弱児 の 過少

評価 が あ っ た 。 彼は、1913年に学校長 らか ら報

告 を受けた精神薄弱児 と境界域 の 子 ど もの なか

で 「実際 に精神薄弱 の 者 は 330人 しか い なか っ

た」 （当時の 在籍生 徒総数の 約0．5％） こ とな ど

か ら、「トロ ン ト市 にお ける 精神薄弱児の 数 は

多 くな い た め 、（中略）適 した学校 を用意 した

と こ ろで 役に立た ない 」と考えて い た （PSCT

［1916］ 37−38）。 後 に彼 は 見解 を変え、 1926年

の 退任 まで に精神薄弱学級 を44学級設置す る の

で あるが （Hardy ［1950］140）、1910年代の 時

点 にお い ては 同学級の 設置 に否定的で あ っ た と

い える。

　 こ うした トロ ン ト市の 停滞 に対 して マ クマ
ー

チ ーは 、 「（精神薄弱児の 数 は） とて も深刻な問

題で あ り、 （中略） トロ ン ト市教育委員会が こ

の 問題 を慎重 に検討 し、現状 と公 共の 利益が緊

急 に 求 め て い る行 動 を起 こ す 」 べ きで あ る

（ACAR 匚1920］ 16） と 、 批判的 な訴えを して

い る 。 す なわち、1910年代に は精神薄弱児へ の

対応の必要性に つ い て、こ こにお い て もトロ ン

ト市教育委員会 とマ クマ ーチ ーと の 温度差が あ

っ た こ とが うかがえる 。

　 他 方 、 トロ ン ト市 と対照 的に ハ ミ ル トン市の

精神 薄弱学級は、1915年で も 「かな り成功 して」

お り （ACAR ［1916］ 16）、 15人 が在籍 して い

た 。 また 、1915年 に オタワ市ケ ン ブ リ ッ ジ ・ス

トリ
ー ト校 （the　Cambridge　Street　School）に設

置 された 2学級 に は約30人が在籍 し、 2人の 教

師が そ れ ぞ れ担任をもっ てお り、マ クマ
ー

チ
ー

は、ケ ン ブ リッ ジ ・
ス トリー ト校 の 学級が精神

薄弱学級事業の最 も良 い 例で ある と称賛 して い

る （ACAR ［1916］ 17）9 ｝
。 と は い え 、 精神薄

弱学級 の 数 は1918年で も州全体で 5学級に止 ま

っ て い る こ とか ら、 急速 に は 普及 しなか っ た と

い える 。

　 しか し、教育委員会が 精神薄弱学級の 拡大 に

慎重 を期 した こ とに も理由が あっ た 。 た とえば

マ ク マ
ー

チ
ー

は 、「精神薄弱学級の 生徒は 通常

学級の 生徒 と比 べ て 少な くと も 3 倍 の 経費が か

か る」 ため 、 学級の 増設に は慎重 で なけれ ばな

らず、また、「子 ど もた ちは精神 薄弱 学級 に長

期間留 まる べ きで はな く、 そ こ で の 教育が本当

に適 した生徒の みが 入 る べ きで あ る」 （FMio

［1915］28）と指摘 し、学級設置に当た っ て の

経済的側面お よび教育方針の 確立 と対象児の 妥

当性の 両側面 に精緻 な準備が必 要で ある こ とを

強調 して い る 。

　 こ うした経緯 を経て 、 1914年 5 月 1 日、 州議

会で補助学級法が可 決 され る （the　legislative　as−

semb 且y　of 　Ontario 匚1914］412）。 同法で は、「8

一 25 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

下 司　優 里

歳児の 通常 の 知力 （normal 　mentality ）以上 に発

達す る知的能力 （mental 　capacity ）が な い 子 ど

もを除 き 、 身体的 また は知的 （mental ）理由に

よ り、公立 学校の 進度に つ い て い くこ とが で き

な い 子 ども」 を対象とした補助学級が州全土 に

渡 っ て設置 され る こ と、また教育委員会の指導

の 下に補助学級が 運 営 され るこ とが規 定され た

（the　Department　ofEducation ［1914］303）。

　 同法 の 制定 と同時 に 、 オ ン タ リオ州教育相で

医師の R ．A ．ペ イン （Robert　A ．　Pyne） に よ り初

代補助 学級調査 官に マ ク マ
ー

チ
ー

が任命 され

た 。 補助学級調査官は、教育委員会 と並ん で補

助学級対象児 の 入学 と留置の 判断を下すな どの

重要な権限 をもつ こ とが法定 され て い た こ とか

ら （MacMurchy ［1915］99，164−165）、彼女は

精神薄弱者施策だけで な く障害児教育に つ い て

も影響力を もっ て い た こ とがわか る。さ らに翌

年、同州教育省の 指導の 下、彼女に よ っ て 補助

学級 に関す る教育小冊子 （Educational　Pamphlet）

が執筆 、 刊行 された 。 同冊子で は 、 補助学級教

員の 資格 と養成、学級 の 設備 ・備品、教育課程

など学級 の 教育的基盤 に つ い て 、国外の 事例を

中心 に説明 して お り、ペ イ ン に よ っ て補助学級

運営の あ り方を示す州内唯
一

の 手引書と して 採

用 され る （MacMurchy ，
1915；the　Minister　of 　Ed −

ucation 　［1914］　186）D

　 また 同法 に基 づ き 、 精神薄弱学級 （training

classes ）を含め、促進学級、戸外学級 （open 　air

classes ）、 近視学級 （myopia 　classes ）な ど合計

で 14種類の 学級 L°｝ と対象が 設定された （ACAR

匚1916コ5）。 しか し、1910年代 に実際に設置 さ

れ た学級 として マ ク マ
ー

チ
ー

の 補助学級調査官

年報に記録され て い る の は 、 1918年 で 7 種類36

学級で あ っ た （ACAR 匚1919ユ 5）。

　 2 ．卒後の 施設生活 を意図 した精神薄弱学級

　　 の 構想

　 で は、マ ク マ ーチーは精神薄弱学級の 設置を

構想す る にあた り、そ の 目的、対象、教育内容

をど の よ うに考えて い た の で あろ うか 。

　 彼女に よる精神 薄弱学級の 具体 的構想 と設置

の 主張 は1910年代 に なされたもの の 、 その発想

は調査官着任 初期 に あ っ た 。 た とえ ば、彼女は

1906年報にお い てすで に 、 1905年の イギ リス 王

立委員会代表者との 会合か ら衝撃を受けた こ と

の ひ とつ とし て 、「精神薄弱者の 改善 と訓練 の

場 と して の 、また ある 種の 『鑑 別所 （Sorting

House）』の よ うな観察の 場 として の 『特殊学校 』

の 機能」（FMiO ［1907］ 7） を指摘 して い る 。

　当時の イギ リス で は、1892年に レス タ
ー
市、

その 後 ロ ン ドン 市その ほかの 都市 に精神薄弱児

の ため の 特殊学級が設置され、また1899年教育

法 （精神薄弱お よびて んか ん児）の 制定に よ っ

て 精神薄弱児の 就学許可 と任意に よる特殊学級

の 設置 が 広 ま りつ つ あ っ た こ とか ら （山 口

［1993］ 357−358）、マ ク マ
ー

チ
ー

が こ の 先駆 的

取 り組み に直接的に接触する こ とに よ り、 自国

へ の 導入 の 必 要性を認識 した と い える 。

　 また彼女は 1908年に も、「19世紀に公教育が

発達 し、 教 育に よ っ て 利益 を得 るこ と の で きる

全て の 子 どもは教育 を受け るべ きで ある とい う

のが根本方針とな っ て い た 国で は、す で に公立

学校 内精神 薄弱学級や 学校が 設置 されて い る」H 〕

こ とを引 き合い に 出 し、カ ナ ダ に お い て も精神

薄弱児の 問題 に関す る他 国の 動 向に注 目し、解

決策 を熟考 して い く必要がある こ とを自覚 して

い た （FMiO 匚lgo9］ 12）。

　精神薄弱学級設置の 目的として マ ク マ ーチ ー

が 明示して い る の は、通常学級に つ い て い けな

い 子 どもの 鑑別の 場と、教育ある い は訓練可 能

な精神薄弱児に対す る将来の 恒久保護施設内に

お ける 自活 を 目指 した教育 ・訓練の 場 として の

2 つ の 役割で ある 。
つ ま り彼女が意図 したの は、

学業不振 児の 中か ら精神薄弱を判別 し、教育と

訓練が可能な限 り訓練 し、彼 ら全員 を少な くと

も部分的 に 自分の生計を立 て る こ とが で きる よ

うにする こ とで あ っ た （FMiO ［1908］30−31）。

また その た め には 、 精神薄弱学級 で は 「精神薄

弱児が 何が で きる か」が発見 され 、 促進 され る

べ きで あ り （FMiO ［1912］ 19）、彼 らにあ らゆ

る機会 、 徹底 的で 確実 な診 断 、 そ して 精神薄弱

で ある と認め られ た ときに は、「恒久の 子 ども

時代の ため に恒久の幸せ な施設へ の 移行」を確
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20世紀初頭カ ナ ダ ・オ ン タ リオ 州 に お け る ヘ レ ン ・マ ク マ ーチー
の 精神薄弱者政策主 導

保 しなけれ ば な らな い と指摘 して い る （FMiO

［1908］　31；　［1914］　16，30）。

　 マ ク マ ーチ ーに お い て 、 学業不振児か らの 精

神薄弱児の 選別は、公立学校医学検査の 実施と

精神薄弱学級の 設置に お ける
一

貫 した根拠 と し

て主張 されて い る 。 さらに精神薄弱学級の 成立

に は卒後の 保障が 不可欠で ある とい う彼女の 認

識 は 、 英米の 精神薄弱教育関係者に お い て も共

通する もの であ っ た 。

　 た とえば、英 ロ ン ド ン ・カ ウ ン テ ィ の 精神薄

弱学校教育長 の バ ー
グ ウ ィ ン （Burgwin ） は、

「適切 な収容施設 を欠 い て の 精神薄弱 の 分類 は 、

理想 か ら遠 くか け離 れ て い る 。 こ の こ とは 、

（中略）通学制学校にお ける指導の 利益 を受け

る の が難 しく、 恒久保護 の 処遇 を必要 と して い

る よ り重 度級 へ の 対策を講 じる まで 続 くに 違い

な い 」 （FMiO ［1908］ 16，31） と い う報告 を残

してお り、英ケ ン ブ リ ッ ジ シ ャ
ー ・カ ウ ン テ ィ

保健局 の F．ロ ビ ン ソ ン 医師 （Frank　Robinson）

は 、 「（特殊学級 の ）子 ど もた ちの 将来の ケ ア と

雇用が保障で きない 限 り、 その 関係費用は正 当

とは認め られ な い 」（FMio 匚1912］18）と述 べ

て い る。さ らに マ ク マ
ー

チ
ー

に よれば、 フ ァ レ

ル も同様に、「少な くとも50％ 以上 の 学級対象

児 に卒 後の 恒 久保護 を提供で きな か っ た な ら

ば」、特殊学級 は精神薄弱児 と社会 に と っ て 有

益で は な くむ しろ 「危害を与 え る こ と に なる」

と主張 して い た （FMio ［1911］32）。

　 3．多様な対象児 と実践的訓練中心の教育内

　 　容

　 次に、精神薄弱学級の 対象児 と して 、どの よ

うな子 どもが 想定 されて い た の か に つ い て 整 理

する 。

　精神薄弱学級 へ の 入学時期 につ い て は、マ ク

マ
ー

チ
ー

は 7〜 8歳以上が適当で ある と して い

る 。 これ は 当時の 健常児の学齢 （8 歳以上） と

同様で あ っ たが 、精神薄弱の 精神年齢が 8 〜12

歳 と定義 され て い た こ とか ら、 8 歳以前で は 診

断 が で きな い と い う事 情 もあ っ た （FMio

匚1912］ 22）。その 一方で 、家庭環境が 劣悪で 、

学校の ほ うが安全で ある 「不幸 な子 ど も」の 場

合 は 、 5歳で 入学す る こ とを認め るべ きと した

（FMio ［1912］22）。

　 さらに 、 精神薄弱学級で 「提供 される特別 な

教育か ら利益を得る こ とが で きる子 ど も」 を対

象 と して 想定 したが、マ ク マ
ー

チ
ー

は、こ の 対

象児の 選定に際 して、また して も医師が大 きな

権限 をもつ こ とを主張した （FMiO 匚1912］17−

18）。 た とえば 、 精神薄弱学級 入級の 最 終審i査

者で ある校長 へ の 推薦 に際 して は、医学検査官

（school 　medical 　inspector）の 診断書を必須 とす

る な どで あ っ た （MacMurchy ［1915］ 19）。学

校教育に対する 医師の 貢献に つ い て は、彼女は

学校 に医師を置 くこ とに よ り、 学業不振児の 原

因の 特定 と精神薄弱児の 判別だけで な く、学校

保健 の 改善に もつ なが る と期待 した （Simmons

［1982］　90−91）。

　 実際に精神薄弱学級 に在籍 して い た子 ど もに

つ い て は、詳明 な情報が ない もの の 、1915年に

マ ク マ
ー

チ
ー

に よ っ て 「年齢 は 8 〜14歳 。 （中

略）この 学級 に い る べ きで な い 子 どもも若干 い

る 。 その ほ か の 子 ど もは精神薄弱であ り、数人

は極 度に 知能が低 い 。子 どもた ちは 自分 の 活動

に興味が あ り、 明 らか に 大 き く改善 して い る 。

こ の 学級 に い る か な りの 子 ど もが とて も清潔

で 、 明らかに良家 の 出身で あ る」こ とが 報告さ

れ て お り （ACAR ［1916］ 17）、障害の 程度や

出身家庭 の 多様な子 ど もが在籍 して い た こ とが

わ か る。また、1914年補助学級法 に よる対象児

の 規定 は 、 1919年で も変更され な い こ とか ら

（ACAR ［ユ920］ 16）、 想 定 して い た対象児と実

際 の 入級児 との 大 きな相違 はなか っ た もの と思

わ れ る 。

　最後に、精神薄弱学級 における教 育 ・訓練内

容である 。 学級構想段階 にお い て 、 マ ク マ
ーチ

ーは精神薄弱の 訓練内容 に つ い て 詳 しくは述 べ

て い ない 121 もの の 、 1913年報 にお い て、精神薄

弱児の 訓練 に 必 要 な こ とと して 以下 の 6 つ があ

げ られて い る 。   看護 と トイ レ の 訓練 、   表現

の 訓練一発話、描画な ど、  筋肉を使 う訓練
一

握る な ど、  行儀の 訓練一食事 時の 作法 な ど 、

  実物に よ る学習
一

た とえば、ベ ル 、 かばん 、
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果 物 、 お 金 な ど、  手仕事 の 訓 練 （FMiO

［1914コ　17）。

　こ れ ら は 主 と して 、感覚訓練、作業訓練、お

よび手工 訓練で あ っ た 。 教科教育 を積極的 に採

用 しな い 理 由に つ い て、彼女 は後 に、「教科書

か ら学ぶ こ と の で きな い 子 ど もに教科書の 知識

を 『教育』する こ とは 、 『教育』で は な く、『時

間の 浪費』で ある」 （ACAR 匚1919］ 21−22）と

述 べ て い る。

　実際の 精神薄弱学級で は、織物、大工 仕事 と

い っ た 手工 訓練 、 着替え、保健衛生 、料理 、掃

除 、 修繕 、 修理 と い っ た簡単な家事の 訓練 に時

間が割か れ てお り、「学ん だ こ とをうま く利用

で き る軽度級の 精神薄弱児に は、適度に 3　R ’
s

の 実践的指導」が なされ て い た （ACAR ．［1916］

17；　［1918］　26）。

　 まとめる と 、 精神薄弱学級で は教科教育 の 可

能 な
一

部 の 子 ど もに は 3R ’

sが教 育 されて い た

もの の 、 ほ とん どの 子 どもに対 して は、意志力

と自活力 を養 うもの と して 、また、将来の 精神

薄弱者恒久保護施設で の 仕事 と趣味の 幅の 拡大

を意図 した感覚訓練 と手工 訓練が授業の 中心的

課題で あ っ た （MacMurchy ［1915］131一ユ34）。

　 マ ク マ ーチ ーが実践 的教育 を中心 的内容 とし

て 採用 した具体 的根拠 は明示 されて い ない もの

の 、 そ の 背景に は次 の ような彼女 の 理念が あ っ

た 。 すなわち、精神薄弱児が 可 能な限 り有用 、

無害、幸福に 自活で きる よ うに な る ため には 、

カ リキ ュ ラ ム は広 く職業的、身体的、社会的、

そ し て 実 践 的 訓 練 を用意 しな けれ ばな らず

（ACAR ［1918］26； 匚1920］ 16）、 また実践的訓

練は 「後生 とて も有益かつ 有用で あ り、ほか の

授業 よ りも彼 ら の 可 能性 を高め る もの で ある」

（ACAR 匚1916］17）とい う確信で あ っ た 。

V ．結　語

　マ ク マ ーチ ーは調査官在任期間 を通 して 、国

内に おける 精神薄弱者 の 悲惨 な実態を指摘す る

とともに 、 優生学的観点か らオ ン タ リオ州にお

ける精神薄弱問題 へ の 対応 を主導 した 。 と りわ

け公立学校に つ い て は、彼女は主 と して 次の 2

つ を提唱する 。 第一に 、 精神薄弱の 早期発見手

段 とし て の 公立 学校 医学検査の 実施で あ る。た

だ し、マ ク マ ーチ ーは医学検査 における医師の

権限 を重視 した もの の 、少な くともトロ ン ト市

にお い て は 、 医学検査官は教育委員会の 管轄下

にお か れ る な ど、 必ず しも彼女が期待 した ほ ど

医師の 地位は確立され なか っ た 。

　第 二 に、彼女は精神薄弱児へ の 鑑別的機能 と

教育的対応 を担 う精神薄弱 学級 の 設置 を構想

し、 1914年に その 法制度化 を達成する 。 同学級

設置の 目的は、教育また は訓練の 可能 な年齢 と

程 度の 精神 薄弱児 を 自活可能 に 訓練す る こ と

で 、 将来的な社 会の 負担 を軽減す る こ とで あ っ

た 。

　 1914年補助学級法 の 成立 に よ り、それまで試

験 的に設置され る の み で あ っ た精神薄弱学級の

数は確実に拡大 し、 また翌年には マ ク マ
ーチー

著 に よ る教育小冊子が補助学級の 運営 にお ける

唯一
の 手引書 として採用 され る こ とか ら、彼女

を主柱 として初期精神薄弱学級の 教育的基 盤 が

確立され た とい える。

　 彼女が こ うした対応 を提唱 した背景 には 、 公

立学校 にお ける学業不振 児問題 と教育 の 非 効

率 、 お よび公立施設にお ける精神薄弱入所者の

処遇問題 と経費の 膨張 とい っ た 当時の 時代 的課

題 に加えて 、1900年代か ら1910年代 に お ける 社

会防衛論や 精神薄弱者の 婚姻 ・出産制 限の 提唱

に見 られ る よ うな 、 彼女の 思想的基盤 として の

優生学 の 存在 があ っ た 。 こ うした 時代的 ・思想

的背景か ら、
マ ク マ ーチーの 補助学級構想 とそ

の 実現 に は 、 オ ン タ リオ州にお ける精神薄弱教

育 の 基 盤形 成 （Hackett ［1969］ 7ユ） に と どま

らず、精神薄弱者の 早期発見 ・訓練と精神薄弱

学級お よび恒久保護施設 における分離処遇 によ

る 、 社会問題の 根本的解決 と い う政治的意図が

内包 さ れ て い た の で ある ，

　 また、マ ク マ
ーチーが 自身の 優生学的観点や

構 想を推進す る際の 根拠 として、イギ リス や ア

メ リカの 知見や実践を積極的に導入 して い る こ

とは、彼女の 著述か ら明 らか で ある 。 すなわ ち 、

連邦誕生 か ら間もない カナダで は 、 精神薄弱者
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施策の 萌芽期 にあ っ て 、精神 薄弱 とその 対応 に

つ い て の 認識 と実践は 英米に大 きく依拠 して い

た とい えよ う。

　今後は、マ ク マ
ー

チ
ー

や 州政府が導入 した施

策 と英米の それ との 異 同 、 お よび 1920年代以 降

に本格的に普及 ・拡大す る精神薄弱学級が カナ

ダ社会や 精神薄弱者施設と の 関係の なかで い か

なる展 開を し て い くの か につ い て分析 を加える

こ とに よ り、カ ナ ダ の 精神薄弱者施策の独 自性

を究明 して い く必要がある 。

註

1）オ ン タ リオ州 で は 、1890 年代以 降、通常学級

　と 異 な る特 別 な学校 ・学級 を総称 して 特 殊学

　校 ・学級 （Special　School／ Class） とい う用語 を

　用 い て い るが、1914年の 州補助学級法制定以 降、

　それ らの 学 校 ・学級 は補助学級 と表 され て い る

　（PSCT ，1891−1920）。

2）マ ク マ ーチ
ーは 、ア メ リ カ や フ ラ ン ス に お け

　る精神欠陥者の分類 に つ い て も情報 を得て い た

　が （FMiO ［lgo6］ 3）、調査官在任期間を通 して 、

　イギ リ ス の 慈善組織協会 （Special　Committee　of

　the　Charity　Organization　Society： The　Feeble−Mind−

　ed ．1890年結成）や王立委員会 （the　British　Royal

　Commission 　on 　the　Care　and 　Control　 of 　the　Feeble−

　Minded．1904年設置）に よ る精神薄弱 の 定義を採

　用 して い る （FMio ，1906−1920）。 また 1913年に イ

　ギ リ ス で 従来 の 定 義 を 明文 化 し た 精 神 欠 陥法

　（Mental　Deficiency 　Act ）が成 立す る と （山 冂

　［1993］397）、オ ン タ リ オ州で も同義で 使用 され

た （Simmons ［1982］85）。

3 ）19世 紀 に 進 級制 を採用 し て い た トロ ン ト市公

　立学校 では 、 各学年在籍者数 の 統計 が見 ら れ る

　1883年に は第 1 学年在籍者数が 6，390人 （年 聞在

　籍者総 数 15，307人 の 41．7％）で あ っ た の に 対 し、

　1890年に は12，330人 （同30，011人 の 4L1 ％）と倍

　増 して い た （PSCT ［1884］9
，
12； ［1891コ9，12）。

4）1895年末現在 （PSCT ［1895コ10−12＞。

5）当時 の 定義 お よ び 実態 に つ い て は 未明 で ある

　が 、 1867年の 独立後 も カ ナ ダ で は 、イ ギ リ ス 系

　の 考 え方や 福祉 の 伝統が かな り具体 的 に継承 さ

　れ て お り、そ の 福祉 制度 が採用 され て い た こ と

　か ら （岡本 ［1979］50）、同時期 に イギ リス で 用

　い られ て い た用語 を採用 して い た と推測 さ れ る。

6）対 象児 の 選 定基準 は明 らか で な い もの の 、医

　学検査 の 指示 を受け た マ ク マ ーチ ーは 、直後に

　50校 を訪 問 して 各児童の 学歴 と学校 で の 活動に

　つ い て 校長 と教 師に質問調査 を行 い 、 「多 くは児

　童に完璧 な学習をさせ る ため に 数人の教師をつ

　ける必要が ある」として い る （FMiO ［1911コ46）。

7） マ ク マ
ー

チ
ー

は、1910年に初め て 知能検査に

　つ い て 言 及 し、ビ ネ ーシ モ ン 知 能検査 は、「書籍

　解題 の ように 理解 しがた い 」 と批 判 的 に 述 べ て

　い る （FMio 口911］41）。そ の 後 も彼女 は、当

　時の ア メ リカ に お ける知能検査に関する 研 究に

　つ い て 知見 を得 て い た と考 え られ る も の の 、

　1910年代時点で は、彼女 が精神薄弱 の 判 断方法

　として 知 能検査を採用する こ とは なか っ た 。 ま

　た 、 オ ン タ リ オ州に お い て知能検査が本格 的 に

　導 入 され る の は 1920 年以 降 の こ と で あ っ た

　（Hackett［1969］14）。

8）検査対象児の うち、45％ に ア デ ノ イ ド、 39％

　に視覚欠 陥、12％ に聴覚欠 陥が み ら れ た （FMiO

　［1911］　50）0

9）マ ク マ ーチーに よれ ば、そ の ほ か の 自治体 も、

　「学級 の 開設 こ そ ない が 、関心 の 兆候が見 られ」

　て い た （ACAR ［1916］ 18）。

10） そ の ほか の学級は、上級学級、英語 学級 （Eng−

　lish　classes ）、規律学級 （disciplinary　classes ）およ

　び親学校 （parental　schools ）、院内学級 （hospital

　ClaSses ）、療養所学級 （sanatorium 　Classes ）、身体

　障 害児 学 級 （ambulance 　classes ）、発 話 学 級

　（speech 　classes ）、読唇学級 （lip−reading 　classes ）、

　施設児学級 （institution　classes ）、て ん か ん 学級

　（speci ・1・1・・scs ）。

11）た とえ ば 、「オ
ー

ス ト リ ア、ハ ン ガ リ
ー、ス イ

　ス 、 イタ リ ア 、ス ウ ェ
ー

デ ン 、ノ ル ウ ェ
ー

、 デ

　 ン マ ーク 、イギ リス 、オ ー
ス トラ リ ア 、そ して

　ア メ リ カ は すべ て 、精 神 薄弱児 の た め の 特殊学

　級 を 設 置 し て 」 い る と い う情 報 を得 て い た

　（FMio ［1909］12）。

12）マ ク マ
ー

チ
ー

に よ る 1915年の教育小冊子 で は、

　児童 の 分類 、 日課 、 職業訓練 の 内容 を含 む 活動

　概要 （outline 　of　work ）は 、 ア メ リ カ ・ペ ン シ ル

　ヴ ェ ニ ア 州 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア の 特 殊学校で 用い

　ら れ て い た もの を採 用す る こ とが 明記され て い

　る が （MacMurchy ［1915］ 167）、彼女が 学級構

　想段階か ら同都市 の 特 殊学校 を参照 し て い た記

　録 は 見当た らな い 。
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Abbreviations

ACAR ：Annual 　Report　of 　the　Inspector　of　Auxiliary

　 Classes　of 　Ontario；AO ！HRC ：Archives　of 　Ontario，

　Hur ・ nia 　Regi・ nal ・Centre （Orillia　Asylum ）Subject

　 Files；CMAJ ：Canadian　Medical　Association亅ournal ；

　FMiO ：Report　upon 　the　Care　ofthe 　Feeble−Minded 　in

　 Ontario；IPPC：Annual　Report　of　the　Inspector　of

　Prisons　and 　Public　Charities，　Lunatic　 and 　Idiot　Asy −

　 lums；PSCT ：Annual　Report　of 　the　lnspector　of 　Public

　 Schools　ofthe 　City　ofToronto ．
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A 　historical　study 　on 　the　pioneering　by　Helen　MacMurchy 　on 　a　policy　measure 　to

the　feeble−minded 　problem 　in　the　province　of　Ontario　in　the　early 　20th　century

　　　Canada ：Focusing　on 　her　conception 　of 　Training　Classes　in　public　schools

Yuri　GESHI

　In　the　province　ofOntario 　in　the　early　twentieth 　centUry ，　the　background，　substance 　and 　significance

of 　Helen　MacMurchy
’
s　conception 　of 　Training　Classes　fbr　feeble−minded 　children 　in　public　schools

were 　analyzed ．　She　was 　one 　ofthe 　persons　who 　took 　the　lead　in　a　policy　measure 　to　the　feeble−minded ．

At　that　time，　problems　that　the　urban 　public　schools 　faced　were 　inefficiency　in　education ．　In　addition

prisons　and 　public　charities　had　serious　administrative 　problem　due　to　the　increasing　proportion　of 　fee−

ble−minded 　prisoners　and 　patients．　MacMurchy ，　from　her　eugenic 　view ，　following　English　and 　Ameri −

can 　eugenicists，　suggested 　and 　carricd　out 　the　fbllowing　provisions　to　solve　these　problems．　At　first，

she　carried　out 　a　public　school 　medical 　inspection　to　sort 　out 　feeble−minded 　children　at　an 　early 　stage ．

At　the　same 　time 　she 　elaborated 　a　plan　of　setting　up　Training　Classes　in　public　schools ，　which 　would

rnainly 　contain 　practical　training，　aiming 　for　a　life　in　a　permanent　custodial 　institUtion　after　9raduation・

The　establishment 　ofthe 　Auxiliary　Classes　Act （1914），　not 　only 　adopted 　the　fbundation　of　early　phase

education ｛br　the　feeble−minded ，　also　connoted 　a　political　intension　to　solve 　social 　problems　fUnda−

mentally 　by　sorting　out，
　training　and 　caring　the　feeble−mindod 　separating 丘om 　nonnal 　children 　or 　soci

．

ety ．

Key 　Words ：the　province　of 　Ontario，　feeble−nlinded ．　Training　Classes，　Helen　MacMurchy，　the　early

　　　　　　　　 twentieth　cen 田 ry
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